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０ はじめに              
（１）本事業の目的 

本事業では、観光の取組が進んでいない地域を想定し、効率的・効果的に観光客を誘導するため、

まず初めに立ち寄りやすく、地域の情報や特産品を発信できる環境が既にあり、入込が一定程度ある

「道の駅」等を核となる観光拠点に設定し、各コンテンツと繋げることを基本としています。新たに

観光客を呼び込む場合でも地域の入口となることを想定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Point① 観光拠点が観光客の目的の候補となること 

「稼ぐ観光」を実現していくためには、自地域が観光客の「目的地」の候補になることから始まり

ます。観光客が選ぶ目的地は、北海道内、そして日本全国、海外にたくさんあります。その中から、

観光客に選ばれなくてはなりません。 

そのために、統計データやマーケティング調査等のエビデンスをもとに、自地域が置かれている現

状を適切・客観的に評価し、観光客の視点に立ったアプローチに基づいた「マーケットイン」の考え

方で、他の地域との差別化を図り、観光客から選ばれる「目的地」を作っていくこと（デスティネー

ション・マネジメント）が求められます。 

 

Point② 観光拠点が地域内の商品・産品等を展開し、地域内に波及させること 

自地域が観光客の目的地になり、来訪したらからといって地域が潤うわけではありません。来訪し

た観光客に地域内で消費する機会を作っていくことが必要となります。そのために、観光拠点を核と

し、地域内の滞在コンテンツや商品を展開していきましょう。 

また、「稼ぐ観光」を実現するために、地域内の産業間での連関力を強めて域内需要を高めていき、

地域内での波及効果を高め、観光が自地域における自立産業として発展させていきます。 

 

Point③ 観光拠点から地域内の様々な事業者へ観光客を誘導し、地域を周遊させること 

地域全域にこれらの取組の効果を波及させていくために、観光拠点を核とし、他の施設や事業者へ

誘客を促し、地域全域で観光消費が生まれ、経済波及効果へつなげていくために、観光客が地域を周

遊できる取組を推進していきます。  

観光拠点＝地域の入り口

旅行会社

交通事業者

体験事業者
商工会 商店街 農協・漁協

文化芸術団 飲食業者

小売業者

農業者
宿泊事業者

漁業者
農業者

地域住民民間事業者

観光客
・道民
・道外
・外国人

Point①観光拠点が観光客の目的の候補となること

Point②観光拠点で地域内の商品・産品等を
展開し、地域内に波及させること

Point③観光拠点から地域内の様々な事業者
へ観光客を誘導し、地域を周遊させること

～「観光で稼ぐ力」を伸ばす～

＝来訪客を増やす

＝売上を伸ばす（消費拡大）

＝地域内で循環させる

経済波及効果

経済波及効果

経済波及効果

経済波及効果
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（２）本事業の流れ 

本事業計画は、以下の工程で作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討の流れ】 

  

地域の評価（RBV）

地域の位置づけ整理

（３C）

基本的な戦略・方向性

整理（STP）

事業戦略検討

（４C）

事業の目標・KPI

事業推進方策検討

（人・金・スケジュー

ル）

EBPM調査

効果検証調査

EBPM調査

（マーケティング調査）

経済波及効果の見える化

１地点あたり四半期100票、

通年400票

＜４つのモデル地区で実施＞

１地点あたり第３・４四半期100票、通

年200票

＜４つのモデル地区で実施＞

■対面アンケート

・小樽運河プラザ：道民、道外客

四半期100票、通年400票

・新千歳空港：外国人客

四半期250票、通年1,000票

■モニター調査

・道民（800票：200票×四半期）

・道外客（800票：200票×四半期）

■事業者アンケート

事業者配布・回収

分析

深掘り

旅行で使った消費額を整理

消費額、外部
環境を整理

ターゲット
の選定

事業評価の
活用

観光動態

事業の
事業と集中

KPIの設定

事業推進組織
（事業計画の策定） データの活用 調査（EBPM調査、効果検証調査）

経済波及効果の見える化

共
通
の
項
目
に
つ
い
て
の
比
較

戦略会議

第１回
現状と課題の

整理

取組の方向性

＜本事業の流れ＞

第２回
取組の方向
性の検討・
協議

第３回
事業計画た
たき台の検
討・協議

第４回
事業計画素
案の検討・
協議

第５回
事業計画案
の検討・協
議

※モデル地域と協働で実施する内容は赤色

検討会議

第１回
現状と課題
を踏まえた
取組の方向
性の意見交
換

第２回
事業計画た
たき台の意
見交換

第３回
事業計画案
の報告会

EBPM調査（実査）

・観光拠点にて、四半期ごと
に、アンケート調査の実査
（各四半期100票獲得）
・調査票（印刷物）や調査に
係る備品等は事務局で用意
⇒調査を通じて、観光客と直
接触れる事で観光客のニー
ズ、生の声を把握してもら
うことを目的とする。

事業者アンケート調査の協力

・４つのモデル地域のうち、
１地域のみ、事業者アン
ケートを実施予定
・選ばれた地域において、事
業者を対象にアンケート調
査を事務局より発出。
・地域の方には、回収の催促
等を依頼したい。

「稼ぐ観光」の事業計画を次

年度以降、横展開を図るため

に、手引書を作成。

その中で、観光の地域への経

済効果を数字や図等で表し、

経済波及効果の見える化を行

い、観光で稼ぐことの意識醸

成につなげていく。

※会議の進行、資料作成等は事務局で実施

戦略会議 アンケート調査

第１回
現状と課題の整理、取組の方向性

第２回
調査分析結果の共有
検討会議の意見について実現可能性の高いものを選択
（意見の収束）、方向性検討

第３回（10月）
調査分析結果の共有
検討会議の意見について取り入れることができるものを選択、
事業戦略検討

道・委託事業者

・第１四半期調査実施
（～7/31）

・調査票の提出

・第２四半期調査結果の分
析
・事業計画たたき台作成

・第2四半期調査実施
（8/1～8/31）

・調査票の提出

・地域の評価
・位置付けの整理
・第１四半期調査結果の分
析

・第3四半期調査実施
（10/1～10/28）

・調査票の提出

第４回（１月）
調査分析結果の共有
事業計画素案の検討、協議
目標、ＫＰＩの設定

・第３四半期調査結果の分
析
・事業計画素案作成

・第4四半期調査実施
（1/5～1/27）
・調査票の提出

・第４四半期調査結果の分
析
・事業計画案作成

第５回（２月）
調査分析結果の共有
事業計画案の検討、協議
実施方策の検討
事業計画の決定

余市町
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１ 地域の観光実態の整理          
（１）北海道の観光実態 

①観光統計資料による観光実態の把握 

１）北海道の観光入込客数の推移 

※注記のない図表は、北海道「観光入込客数調査報告書」から引用 

 

 

 

■観光入込客数からみる現状 

 北海道全体の観光入込客数は、平成 23 年度、東日本大震災の影響などにより落ち込んだが、平

成 24年度は観光需要が回復基調に転じ、平成 25年度以降は景気の回復に伴い、国内外の観光需

要が堅調に推移したことなどから、概ね右肩上がりとなり、直近の平成 29 年度、過去最高を更

新した。（平成 28年度台風等大雨災害の影響による微減を除く） 

 道内客は、平成 29年度現在、過去最高。特に宿泊を伴う旅行が伸びている。 

 道外客は、平成 11年度の 615万人を超えていないものの、平成 23年度以降右肩上がりの傾向。 
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２）外国人来道者の推移 

 

■観光入込客数からみる現状 

 外国人来道者数も東日本大震災が発生した平成 23 年度を底とし、右肩上がりに増加し、過去最

高を毎年度更新。 

 国・地域別では、中国、韓国、台湾が主要な来道者。 

 伸び率をみると、主要な国・地域では中国、韓国が高い伸び率となっているほか、直行便の就航

等により、全体の数は少ないもののタイ、マレーシアが高い伸びを記録。 

 

  

666,000 

639,400 

614,800 

203,200 

69,300 

124,000 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

その他

豪州

カナダ

米国

ロシア

タイ

マレーシア

シンガポール

香港

台湾

韓国

中国 中国, 491.5%

韓国, 429.4%

台湾, 334.7%

マレーシア, 

571.4%

タイ, 866.3%

ロシア, 

124.8%

米国, 363.7%

カナダ, 

240.9%

豪州, 212.9%
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韓国

台湾

香港

シンガポール
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ロシア

米国

カナダ

豪州

その他
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３）地域偏在の傾向（観光入込客（延べ）数） 

 

 

■観光入込客数からみる現状 

 観光入込客数を圏域別にみると、道央の観光入込客数が全体の 55.3%を占めており、６圏域の傾

向は過去 10年変化がない。 

 一方で伸び率を比較すると、10年前を 1として、下回っているのはオホーツクと道北である。 

 参考に、圏域別の人口を地域の規模と仮定すると、人口分布と観光入込客数の分布は傾向が似て

いる。 

  

道央

55.3%

道南

8.7%

道北

15.7%

オホーツク

6.2%

十勝

7.1%

釧路・根室

6.9%

圏域別観光入込客（延べ）数の割合（H29）

54.7%55.3%55.8%56.3%55.0%55.0%54.7%55.2%54.9%55.3%55.2%55.3%

8.5% 8.4% 8.2% 7.9% 8.2% 8.4% 8.5% 8.7% 8.7% 8.5% 9.7% 8.7%

16.2%17.0%17.0%16.9%17.2%16.7%16.6%16.2%16.4%16.1%15.9%15.7%

7.6% 6.6% 6.6% 6.9% 6.7% 6.5% 6.5% 6.4% 6.2% 6.2% 5.9% 6.2%

6.2% 6.4% 6.3% 6.2% 7.0% 7.5% 7.6% 7.3% 7.4% 7.4% 6.8% 7.1%

6.8% 6.2% 6.1% 5.8% 5.9% 5.9% 6.2% 6.1% 6.4% 6.5% 6.5% 6.9%
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圏域別観光入込客（延べ）数の増減

道央

道南

道北

オホーツク

十勝

釧路・根室

道央

62.8%

道南

8.2%

道北

11.5%

オホーツク

5.3%

十勝

6.4%

釧路・根室

5.8%

（参考）圏域別人口の割合(H30.1.1）

（北海道「住民基本台帳」）
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４）地域偏在の傾向（宿泊客延べ泊数） 

 

 

■観光入込客数からみる現状 

 宿泊客延べ泊数を圏域別でみると、道央偏在が観光入込客数より強く、全体の 57.7%。過去 10

年の推移をみると、道央が占める割合が増加。 

 伸び率を比較すると、道央が大きく伸びているほか、十勝も増加傾向である一方、道南、道北、

釧路・根室は 10 年前を１とし、100％に戻りつつあるが、オホーツクはまだ 10％強下回ってい

る。 

 参考として、宿泊施設の定員と比較すると、道央、道南の宿泊客延べ泊数の割合が宿泊施設の定

員の割合以上になっており、道央、道南に偏在していることがわかる。 

  

道央

57.7%

道南

13.3%

道北

12.7%

オホーツク

5.1%

十勝

5.6%

釧路・根室

5.6%

圏域別宿泊客延べ泊数の割合（H29）

51.7% 53.7% 53.5% 53.6% 56.5% 56.2% 57.4% 57.3% 58.2% 56.6% 57.7%

14.9% 15.5% 15.4% 15.2% 12.8% 13.4% 12.6% 12.5% 12.3% 14.2% 13.3%

14.5% 13.3% 13.3% 13.3% 13.1% 12.9% 13.1% 12.9% 12.8% 12.6% 12.7%

6.6% 5.9% 5.9% 6.1% 5.4% 5.4% 5.1% 5.5% 5.4% 5.3% 5.1%
5.8% 5.6% 6.0% 5.9% 6.5% 6.3% 6.1% 6.0% 5.6% 5.7% 5.6%
6.5% 6.1% 6.0% 5.8% 5.6% 5.8% 5.7% 5.8% 5.6% 5.7% 5.6%
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H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

圏域別宿泊客延べ泊数の割合の推移

道央 道南 道北 オホーツク 十勝 釧路・根室

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

圏域別宿泊客延べ泊数の増減

道央

道南

道北

オホーツク

十勝

釧路・根室

道央

50.8%

道南

10.6%

道北

16.1%

オホーツク

6.9%

十勝

7.4%

釧路・根室

8.2%

（参考）圏域別宿泊施設の定員の割合（H29）

（北海道保健福祉部）
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５）地域偏在の傾向（外国人来道者宿泊客延べ泊数） 

 

 

  

道央, 

72.7%

道南, 8.0%

道北, 

12.6%

オホーツク, 

1.7%

十勝, 2.4% 釧路・根室, 

2.6%

圏域別外国人来道者の割合（H29）

道央, 73.4%

道南, 6.6%

道北, 14.3%

オホーツク, 

1.4%

十勝, 1.8% 釧路・根室, 

2.4%

中国

道央, 89.1%

道南, 2.4%

道北, 6.6%

オホーツク, 0.5%

十勝, 0.9%
釧路・根室, 0.5% 韓国

道央, 59.5%
道南, 

17.7%

道北, 13.2%

オホーツク, 1.8%

十勝, 3.5%
釧路・根室, 4.3%

台湾

道央, 71.9%
道南, 3.2%

道北, 15.1%

オホーツク, 3.5%

十勝, 3.5% 釧路・根室, 2.8%

香港

道央, 76.3%

道南, 3.5%

道北, 13.1%

オホーツク, 1.6%

十勝, 2.9%

釧路・根室, 2.6%
欧米豪

道央, 67.9%道南, 5.1%

道北, 17.2%

オホーツク, 3.0%

十勝, 3.7%

釧路・根室, 3.1%
シンガポール

道央, 75.2%

道南, 7.9%

道北, 10.3%

オホーツク, 2.0%

十勝, 2.2%

釧路・根室, 2.4% マレーシア

道央, 73.2%

道南, 9.7%

道北, 14.5%

オホーツク, 0.9%

十勝, 0.9%

釧路・根室, 0.8% タイ

■観光入込客数からみる現状 

 外国人来道者の宿泊客延べ泊数の圏域別

割合をみると、道央偏在がさらに強い。 

 過去より来道者数が多い台湾は道央以外

への訪問も一定程度ある。 

 韓国は来道者こそ多いが、そのほとんど

が道央に滞在している。 
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６）季節偏在の傾向 

 

 

（出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」） 

 

■観光入込客数からみる現状 

 観光入込客数を月別にみてみると、北海道の観光シーズンは、夏であることがわかるが、外国人

来道者は夏に加えて冬も多い。 

 日帰り・宿泊割合をみると、冬は宿泊旅行の割合が多い。 

 延べ宿泊者数をみると、２月に外国人来道者が道内客、道外客を超え、最も多い月になることが

特徴的。また、道内客の折れ線が観光入込客数の折れ線より上下が緩やかであり、宿泊旅行のニ

ーズは通年で一定程度存在。 

 

  

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%
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14.0%

16.0%
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月別観光入込客延べ数（H29）
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道内客(割合) 道外客(割合) 外国人(割合)

80.4% 84.3% 81.4% 83.3% 84.3% 83.3% 81.8%
76.3% 74.1% 77.5% 78.4% 76.3%

19.6% 15.7% 18.6% 16.7% 15.7% 16.7% 18.2%
23.7% 25.9% 22.5% 21.6% 23.7%
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100%

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月１０月１１月１２月１ 月 ２ 月 ３ 月

月別日帰り・宿泊割合（H29）

内日帰客 内宿泊客

0
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800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000
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月別・居住地別延べ宿泊者数（H29）

道内客 道外客 外国人客
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７）季節偏在の傾向（地域別） 

 

 

  

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

観光入込客延べ数総数（H29）

道央

道南

道北

オホーツク

十勝

釧路・根室

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

道内観光客

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

道外観光客

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

外国人来道者

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

宿泊客延べ数

■観光入込客数からみる現状 

 全体的な傾向はどの圏域も変わらな

いものの、道南は５月に道内客のピ

ーク、道北は７月に全体のピークを

迎えることや、釧路・根室の道内・道

外客は 8 月以降緩やかに減少してい

ること、オホーツクは２月に外国人

来道者が特に多く訪問していること

等の特徴がみられる。 
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８）後志管内の傾向 

※管内の人口の割合 4.0％ 

※管内の宿泊施設定員の割合 12.2％ 

 

道北 15.7%

道南 8.7%

オホーツク 6.2%

十勝 7.1%

釧路・根室 6.9%

道央(後志除く)

39.5%

後志 (道央の28.5%)

15.8%

道央, 55.3%

観光入込客延べ数（H29）

道北 12.7%

道南 13.3%

オホーツク

5.1%

十勝 5.6%

釧路・根室

5.6%
道央(後志除く)

47.6%

後志 (道央の17.5%)

10.1%

道央, 57.7%

宿泊客延べ泊数（H29）

道北 12.6%

道南 8.0%

オホーツク 1.7%

十勝 2.4%

釧路・根室 2.6%
道央(後志除く)

58.5%

後志 (道央の19.6%)

14.3%

道央, 72.7%

外国人宿泊客延べ泊数（H29）
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※統計の仕組み上、外国人の数値は宿泊客数 

 
※統計の仕組み上、外国人の数値は宿泊客数 

 

道内客

84.2%

道外客

10.8%

外国人

5.0%

北海道の観光入込客数の割合（H29）

道内客

70.1%

道外客

27.3%

外国人

2.5%

後志管内の観光入込客数の割合（H29）
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道内客(割合) 道外客(割合) 外国人(割合)

振興局別観光入込客（延べ）数の増減(H29/H19比) 

 

振興局別宿泊客延べ数の増減(H29/H19比) 
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■観光入込客数からみる後志管内の現状 

 後志管内の観光入込客数、宿泊客延べ泊数は北海道全体の 15％前後で、道央の 1/5を占める。参

考に人口の分布と比較すると人口の分布以上に観光客の来訪がある一方で、宿泊施設定員の割合

に対しては宿泊客延べ泊数の割合が少ないことから、宿泊客を受け入れる余力はある。 

 来訪者に道外客が多いのが特徴。 

 季節偏在は全道の傾向より大きく、夏がピークである一方、外国人は冬に大きなピークがある。 

 10年前との比較では、観光入込客数は増加、宿泊客延べ泊数は、特に増加しており、120～130％

増、14管内中、石狩に次いで 2番目に大きく伸びている。 
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（２）当地域の観光の現状・実態 

当地域の観光統計資料や EBPM基礎調査（来訪者アンケート調査）の結果等により、当地域の観光の

現状・実態を把握する。 

 

①観光統計資料による当地域の観光実態 

ⅰ）管内観光入込客数の推移 

 

 

 

 

 

小樽市

8,061.6 

35.0%

倶知安町

1,614.1 

7.0%
ニセコ町

1,672.4 

7.3%

赤井川村

1,351.7 

5.9%

仁木町

240.7 

1.0%

余市町

1,163.6 

5.1%

積丹町

1,058.6 

4.6%

その他

7,838.2 

34.1%

後志管内主な市町村の観光入込客数（H29年度 千人）

小樽市

244,520.0 

24.9%

倶知安町

433,685.0 

44.1%

ニセコ町

218,505.0 

22.2%

赤井川村

83,541.0 

8.5%

仁木町 51.0 

0.0%

余市町

2,366.0 

0.2% 積丹町

310.0 0.0%

外国人宿泊客延べ泊数

小樽市 7,304.1 

35.4%

倶知安町

1,046.9 5.1%

ニセコ町

1,311.3 6.4%
赤井川村

1,213.1 5.9%
仁木町 239.2 1.2%

余市町

1,140.3 

5.5%

積丹町 988.9 

4.8%

その他 7,378.8 

35.8%

日帰り客

小樽市, 

118,948 , 55.8%

倶知安町, 16,432 , 7.7%

ニセコ町, 5,203 , 2.4%

赤井川村, 1,262 , 0.6%

仁木町, 3,386 , 1.6%

余市町, 19,238 , 9.0%

積丹町, 2,121 , 1.0%

その他, 46,415 , 21.8%

（参考）後志管内の人口

（北海道「住民基本台帳」（H30.1.1））

小樽市 885.1 

23.5%

倶知安町

1,273.0 

33.8%

ニセコ町

628.7 16.7%

赤井川村

205.6 5.5%

仁木町 1.5 

0.0%

余市町

25.4 

0.7%

積丹町 72.4 

1.9% その他 670.2 

17.8%

宿泊客延べ泊数

小樽市, 6,026 , 

15.5%

倶知安町, 

13,632 , 35.1%

ニセコ町, 

6,400 , 16.5%

赤井川村, 

1,345 , 3.5%

仁木町, 280 , 

0.7%

余市町, 

919 , 2.4%

積丹町, 1,174 , 

3.0%
その他, 9,108 , 

23.4%

（参考）後志管内の宿泊施設の定員

（北海道保健福祉部（H29））
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後志管内の観光入込客数の推移 
 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 

小樽市 6,599.0  7,107.7  7,447.8  7,949.3  7,907.7  8,061.6  

倶知安町 1,481.3  1,533.9  1,539.6  1,623.1  1,564.9  1,614.1  

ニセコ町 1,411.4  1,569.2  1,593.1  1,693.1  1,671.3  1,672.4  

赤井川村 417.2  399.1  309.5  1,077.5  1,140.1  1,351.7  

仁木町 225.8  220.3  239.2  224.4  220.4  240.7  

余市町 812.6  858.7  1,248.5  1,590.6  1,282.7  1,163.6  

積丹町 839.0  973.9  927.8  1,010.8  1,220.2  1,058.6  

その他 7,520.2  7,692.0  7,696.6  7,845.5  7,597.0  7,838.2  

後志振興局 19,306.5  20,354.8  21,002.1  23,014.3  22,604.3  23,000.9  

札幌市 13,041.2  13,558.7  13,416.1  13,652.8  13,879.5  15,270.9  

 

 

 

 

 

後志振興局管内の宿泊延べ数の推移 
 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 

小樽市 709.2  753.3  783.0  823.7  872.1  885.1  

倶知安町 873.6  893.1  967.2  1,014.8  1,248.1  1,273.0  

ニセコ町 449.7  541.7  606.0  646.1  603.6  628.7  

赤井川村 227.8  211.1  137.1  202.7  197.6  205.6  

仁木町 1.1  1.3  1.3  1.3  1.5  1.5  

余市町 28.3  26.9  20.4  23.8  20.2  25.4  

積丹町 57.0  67.0  64.7  70.9  189.6  72.4  

その他 692.4  726.6  743.3  736.8  722.7  670.2  

後志振興局 3,039.1  3,221.0  3,323.0  3,520.1  3,855.4  3,761.9  

札幌市 10,066.4  10,900.5  11,103.7  12,133.7  11,359.0  13,082.7  

 

■観光入込客数からみる現状 

 管内に小樽市が存在するため、管内の観光入込客数の割合は比較的少ない。人口分布と比較して

も観光入込客数の占める割合は少なく、宿泊客はほとんどいない。 

 平成 27年度のマッサンブームでは、日帰り客が大幅に伸びたものの、下火になっている。 
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ⅱ）管内観光入込客数の推移 

 

※統計の仕組み上、外国人の数値は、宿泊客数 

ⅲ）観光地点別の入込客数の推移 
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37.1%

外国人, 

0.2%

余市町の観光入込客数の割合（H29）
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98.0%

宿泊, 

2.0%

余市町の日帰り・宿泊割合
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※余市町観光振興計画より抜粋 

 

  

マッサン放送 

（10～３月） 
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ⅳ）道の駅売店及びミュージアムショップの売上 

【道の駅】                  【ミュージアムショップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■観光入込客数からみる現状 

 観光入込客数は、平成２７年度のマッサンブームを頂点に減少に転じている。 

 マッサンブームで大きく伸びたのはニッカウヰスキーであり、マッサン関連の観光施設を含む町

内への波及は限定的であった。 

 ニッカウヰスキーの影響力は大きく、道外・外国人が多く訪れているが、ほとんどが宿泊を伴わ

ない。 

 人気の季節は夏。平準化を図るために冬のコンテンツ開発が必要。 

 

≪観光入込客数統計からみる観光施策の方向性≫ 

①ニッカウヰスキーを中心とした、町内周遊を促進する取り組みが必要。強力なコンテンツであ

り、全道で急増するインバウンドや、道外客を取り込むことができる。 

②余市町は、道内客の多くを占める、また道央圏の宿泊地でもある札幌市から日帰り圏内であるた

め、札幌市・小樽市と連携し日帰り客を増やす取り組みを推進するとともに、地域への滞在を促

す宿泊旅行は宿泊を必ず伴う道外客、外国人客に絞りプロモーションを行う。 
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②EBPM 基礎調査（来訪者アンケート調査）の結果による当地域の観光実態 

本地域において、来訪者の実態を把握するために、四半期を通して来訪者アンケート調査を実施した。 

 

＜調査対象＞本地域への来訪者（市民を除く） 

＜調査方法＞対面式により調査票を用いて調査 

＜調査箇所＞ 

 調査時期 回収数 調査場所 

第１四半期 ７月中旬～９月上旬 72 道の駅スペースアップルよいち 

余市ⅰセンター 

第２四半期 ９月中旬～11月上旬 150 道の駅スペースアップルよいち 

余市駅エルラプラザ 

第３四半期 １月上旬～下旬 100 余市駅エルラプラザ 

第４四半期 １月下旬～ 100 余市駅エルラプラザ 

合 計 422  
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※（参考）小樽運河プラザでは道内旅行について調査している。 

１）居住地 

 余市町 （参考）小樽運河 

1 北海道 34.7 関東 43.1 

2 関東 26.5 北海道 15.8 

3 関西 15.3 関西 12.9 

１-１）道内客の居住地 

 余市町 （参考）小樽運河 

1 札幌市 60.4 札幌市 71.9 

2 小樽市 9.4 千歳市 6.3 

3 苫小牧市 3.8 苫小牧市 3.1 

２）旅行内容（複数回答） 

 余市町 （参考）小樽運河 

1 食べ歩き・グルメ 50.2 食べ歩き・グルメ 76.2 

2 都市見物 26.9 自然鑑賞 47.5 

3 その他 23.3 都市見物 48.0 

２-１）総数より高い傾向のある属性別の旅行内容 

余市町 （参考）小樽運河 

20歳代 食べ歩きグルメ 30歳代 食べ歩きグルメ 

80歳代 食べ歩きグルメ 40歳代 都市見物 

2泊 3日 温泉・保養 60歳代 食べ歩きグルメ 

食べ歩きグルメ 自然鑑賞 

ドライブ 70歳代 自然鑑賞 

ｶｯﾌﾟﾙ 自然鑑賞 日帰り ドライブ 

食べ歩きグルメ 友人 食べ歩きグルメ 

友人 食べ歩きグルメ サークル 食べ歩きグルメ 

  職場仲間 都市見物 

３）旅行計画の参考媒体 

 余市町 （参考）小樽運河 

1 インターネット 41.7 インターネット 55.4 

2 紹介 27.4 有料ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 20.3 

3 その他 15.0 旅行雑誌 19.3 

３-１）総数より高い傾向のある属性別の参考媒体 

余市町 （参考）小樽運河 

30・40代 インターネット 30・40代 インターネット 

20代 紹介 70代 有料ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 

 

４）年代 

 余市町 （参考）小樽運河 

1 50代 21.4 50代 20.3 

2 60代 18.6 60代 19.8 

3 40代 17.1 20代 17.3 

４-１）年代別の性別 

 余市町 （参考）小樽運河 

1 50代 男性(63.3) 50代 女性(63.4) 

2 60代 男性(67.9) 60代 男性(57.5） 

3 40代 女性(68.1) 20代 男性(51.4) 

５）旅行全体の滞在日数 

 余市町 （参考）小樽運河 

1 日帰り 36.7 2泊 3日 37.6 

2 2泊 3日 18.3 3泊 4日 17.8 

3 1泊 2日 13.6 4泊 5日 12.4 

５-１）余市町での滞在日数 

 余市町  

1 日帰り(半日) 74.3 － － 

2 日帰り(1日) 11.9 － － 

3 1泊 2日 6.7 － － 

５-２）日帰りの旅行時間 

 余市町  

1 4時間 16.2 － － 

2 6時間 14.3 － － 

3 8時間 11.0 － － 

６）同行者の人数（回答者含む） 

 余市町 （参考）小樽運河 

1 2人 39.3 2人 51.5 

2 1人 20.7 1人 20.3 

3 3人 10.5 3人 10.9 

６-１）同行者の内容 

 余市町 （参考）小樽運河 

1 夫婦 27.1 夫婦 32.2 

2 友人 16.2 家族 12.9 

3 家族 14.0 友人 4.5 
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７）旅行の動機・目的 

 余市町 

1 旅先のおいしいものを求めて 41.9 

2 思い出を作るため 26.0 

3 保養・休養のため 20.2 

 （参考）小樽運河 

1 旅先のおいしいものを求めて 34.7 

2 思い出を作るため 27.7 

3 日常から解放されるため 25.2 

８）旅行の形態 

余市町 （参考）小樽運河 

個人手配 69.5 個人手配 68.8 

旅行会社 12.4 旅行会社 24.8 

その他 10.2 その他 3.5 

９）期待度と満足度 

余市町 期待 満足 

旅行全体 21.2 26.4 

食事 22.4 27.6 

おみやげ（物品） 18.1 18.1 

おみやげ（飲食） 19.0 21.4 

宿泊施設 6.9 7.9 

観光施設 16.0 22.1 

交通機関 7.6 8.6 

接客対応 7.9 15.0 

情報入手 6.0 7.4 

Ｗｉ-Ｆｉ 6.0 4.8 

自然景観 24.0 7.1 

街並み景観 22.1 25.0 

体験プログラム 10.2 13.1 

 

10）紹介意向 

余市町 （参考）小樽運河 

大変そう思う 22.6 大変そう思う 56.4 

そう思う 41.7 そう思う 26.7 

やや思う 21.0 やや思う 4.0 

11）再来訪意向 

余市町 （参考）小樽運河 

大変そう思う 23.1 大変そう思う 60.4 

そう思う 43.3 そう思う 16.8 

やや思う 17.1 やや思う 2.0 

12-1）消費額 

余市町 （参考）小樽運河 

総額平均 5,684円 総額平均 75,032円 

交通費 486円 交通費 19,355円 

宿泊費 167円 宿泊費 23,642円 

飲食費 1,457円 飲食費 18,797円 

買物費 3,469円 買物費 9,126円 

その他 105円 その他 4,112円 
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③EBPM 基礎調査（来訪者アンケート調査）の結果による当地域の観光実態（相関関係分析） 

 

 

 

 

 

 

 

  
総合満足度 紹介意向 再来訪意向 

相関 順位 相関 順位 相関 順位 

各観光地での食事 0.619 1 0.166 6 0.072 7 

お土産品（物品） 0.423 7 0.150 7 0.107 5 

お土産品（飲食） 0.588 2 0.211 4 0.160 3 

宿泊施設 0.224 11 0.053 11 0.009 11 

観光施設 0.554 3 0.287 1 0.145 4 

交通機関 0.372 8 0.117 9 0.058 9 

接客サービス 0.526 5 0.178 5 0.079 6 

情報サービス 0.289 9 0.121 8 0.069 8 

Wi-Fiサービス 0.201 12 0.010 12 -0.027 12 

景観（自然景観） 0.527 4 0.257 2 0.223 1 

景観（町並み） 0.491 6 0.242 3 0.204 2 

体験プログラム 0.276 10 0.061 10 0.023 10 

 

④EBPM 基礎調査（来訪者アンケート調査）の結果による当地域の観光消費の経済規模 

※他産業の売上は、経済センサスから引用。観光消費額は各産業の売上の内数となると考えられるが、対象期間が異

なるため目安となることに注意する。 

総観光消費額推計 6,448.2 百万円 

観光消費額（H29 年度観光入込客数×一人当たりの平均観光消費額） 

〇日帰り 1,140,300 人×5,509 円＝6,281,912,700 円 

〇宿泊  23,300 人×7,135 円＝166,245,500 円 

主な産業別の売上（収入） 

卸売業，小売業 35,765百万円 

製造業 11,664百万円 

医療，福祉 8,386百万円 

生活関連サービス業，娯楽業 3,888百万円 

宿泊業，飲食サービス業 1,926百万円 

サービス業（政治・経済・文化団体，宗教を除く） 1,225百万円 

不動産業，物品賃貸業 1,077百万円 

学術研究，専門・技術サービス業 829百万円 

農林漁業 738百万円 

※平成 28年経済センサス‐活動調査 確報集計(事業所に関する集計)   

総合 

満足

紹介 

意向 意向 
0.699 

±0.7～±1.0 かなり高い相関がある 

±0.5～±0.7 高い相関がある 

±0.4～±0.5 中程度の相関がある 

±0.3～±0.4 ある程度の相関がある 

±0.2～±0.3 弱い相関がある 

0.0～±0.2 ほとんど相関がない 



22 

■EBPM 基礎調査から見えてくる余市町の観光実態の現状 

 来訪者数の居住地域は、後志管内の特徴がより色濃く出ており、北海道内 32.4%、関東 26.5%、

関西 15.3%。道内では札幌市 60.4%、小樽市 9.4%。 

 年代は、最大層が 50代で、40～60代で約６割を占める。 

 旅行内容は、食べ歩き・グルメが中心。 

 滞在時間が短く、日帰り・短時間滞在が多い。旅行全体の日程では日帰りが 4割弱に対し、余市

町の滞在は日帰りが 9割弱となっていることから、通過型。 

 同行者は、２人、夫婦が多い。 

 期待度に対し、Ｗｉ-Ｆｉ、自然景観を除きほとんどの項目で満足度が上回る。 

 消費額単価の平均は約 6千円で、旅行内容のとおり、消費額の大半は買い物費、飲食費である。 

 食事の満足度が旅行全体の満足につながり、観光施設の満足度が紹介意向につながり、自然景観

の満足度が再来訪意向につながる。 

 

≪ＥＢＰＭ基礎調査からみる観光施策の方向性≫ 

①余市町は、道外客を誘客できる「食べ歩き・グルメ」のコンテンツが存在するが、札幌市や小樽

市の近隣に位置することから、通過型観光地となっており、滞在時間が短く、観光消費額も低い

ため、滞在時間を延ばし、消費額を増やす取組が必要。 

②地理的な関係から、日帰り客の数を追って、総観光消費額を増やす方針で検討することも選択肢

である。 

③食事や観光施設の満足度は、旅の満足度、友人・知人等への紹介につながるが、リピーター化の

ためには、自然景観の満足度を高める施策が必要。 
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２ 地域の観光資源の評価           
（１）当地域の観光コンテンツの整理 

食やアクティビティ、土産品等の資源について、「いつ、どこで、だれが（だれに）、何を、どのよう

に」等といった視点で、観光コンテンツとして整理を行う。 

 

①食に係る観光コンテンツ 

コンテンツ アイデア（いつ、どこで、だれが（だれに）、何を、どのように） 

余市りんご ・大人のアップルパイ 
・りんごの歴史、物語を知ることができるプログラム 
・りんごの花を和紙に漉き込んだ商品を作る。 

フルーツ ・ブドウ畑とワイナリー巡り 
・トマトもぎとトマトジュース試飲 
・余市の果実を使用したお菓子をお土産として売る。 
・余市のフルーツを使ったスイーツ作り 

魚介（特にニシ

ン） 
・ニシン漁で栄えた場所を巡りながら、余市の海鮮を楽しんでもらう。 
・海果（かいか）漬けをリニューアルしてもう一度つくってみたい。アワビ・エ

ビ・イカと果物を漬け込んだもの。 
・ニシン串を運上屋近くで食べられるようにする。 
・ヒヨリ貝をいろいろなお店で提供する。カレーや湯引きなど。 
・本物の三平汁をお店で提供する。駅周辺でも食べられるようにする。 
・余市で獲れるあん肝を本州に流すのではなく、適正価格にて余市町内で消費し

たい。 
・エビかご（混獲）と婚活を合わせたイベントの開催。2人で１つのかごのオーナ
ーになり、「何が獲れるか？」などの楽しみを分かち合う。 
・貝類、エビ、魚を生かしたい。 

ウイスキー＆ワ

イン 
・ウイスキーを使用したお菓子を余市町内で作りお土産として売る。 
・ウイスキー入りの余市の果実ジャムを作って売る。高級でも売れる商品になる。 
・ウイスキーと余市の食材のマリアージュを楽しむ。いろいろな食材がある余市

ならではの組み合わせがあることを提案。ウイスキーとセットにしてお土産と

して販売。 
・ウイスキーやワインを取り入れた料理・デザートを提供する店を増やす。（例：

ウイスキーラーメン、ラムしゃぶ、アイス＋ウイスキー） 
・お酒に合う果物料理、野菜料理などおつまみの開発・提供 
・ワイン煮を応用し、ウイスキー煮をつくる 

PR方法の工夫 ・ウイスキー、ワイン、コーヒーなどがある…「大人の町」として PR してはど
うか。新しいお店も増えてきている。 
・「四季を通じて食材がある町」として PR。いつ来ても旬なものが何かある。 
・余市産のブランド化。購入できる場所、食べられる場所などがマップになって

いたり、お店に目印をつけたりする。 
・ザ昭和な余市のスナック巡り。余市のお酒も楽しむことができる。世代の方々

は“あの頃の思い出”に浸り、若者には“古臭い”のが新鮮に映るのではないか。 

提供方法の工夫 ・自然食品の店や特産品を一同に見られるようなお店をつくる。余市にはいいも

のをつくる人がたくさんいる。それらを地元でもっと売れるようにしたい。道

の駅の拡大など。 
・特定の食材を中心としたフルコースの提供。 
・100％余市産のフルコースの提供。 
・100％余市産の BAR 
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・料亭をつくる。 
・お店の清潔感をアップさせる。 

食にまつわるイ

ベントの開催 
・「○○グランプリ」など、食をテーマとしたコンテストイベントを開催する。 
・味覚祭では非常に多くの客が訪れる。それだけの魅力を持っているのだから、

賑わいを常に維持できるようにしたい。道の駅に特産品を取りそろえ、一流シ

ェフのいるレストランなど飲食もできるようにしてはどうか。「食べる場所」と

しての道の駅。 
・余市のフルーツを使ったパティシエ競技会。大曲の花火大会のように、全国か

ら匠が集まれば大きなイベントになる。 

コラボレーショ

ン 
・余市はいろいろな分野の食材が豊富にある。分野を越えたコラボレーションを

積極的に行い、道の駅などで展開する。 
・果物を使った三平汁の開発。過去のイベントで製作したことがある。 
・余市の食材と飲食店のコラボ。メニュー表に「余市産〇〇の～」と書いて余市

の食材を使ったことをアピールできるようなメニュー提供をする。 
・余市の食材を用いた冨澤先生のレシピを広く公開したり、お店で提供したりす

る。 
・アイデアはいろいろあると思うが、「本当に町がおいしいと思うもの」を提供し

たい。 

※なぜ余市産を提供する飲食店が少ないのか？ 

 ・町民が良さを理解していない。 

 ・そういったことが「古い」というイメージがある。 
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②アクティビティに係る観光コンテンツ 

コンテンツ アイデア（いつ、どこで、だれが（だれに）、何を、どのように） 

自然の活用 ・バックカントリーツアーとして、自然を走破できるジムニーやランクル・水

陸両用車（例：スノーモービル）、水上バイク 
・自然観察、バードウォッチング 
・雪像づくり（駐車場を冬季のみ活用する等） 
・かまくら作り体験（海外旅客向け） 
・サーフィン 
・新雪飛び込み体験（NGなところもある） 
・鹿狩り→ジビエ 食への展開 

空港の活用 ・農道空港０－４００ｍ体験 
・空飛ぶ車に乗る等最新技術の活用を積極的に図る。 
・プライベートジェットの発着場所として活用し、道内等の観光地とつなぐ。 
・ドローン教室 
・冬期ドリフト体験（江別で行われていた気がする） 
・熱気球、スカイダイビング（年１００人、日本一の景色を体感してもらう） 
・海に向かって叫ぶ 

果物 ・山本産業のように、６次産業化を図る 
・果樹園をフットパスのようにつなぐ 
・畑の中でのキャンプ 
・農業、収穫体験 
・果物狩り（トマト狩りツアー） 
・加工品づくり（スイーツ、ジュース、ジャムづくり） 
⇒エンターテイメント性を持たせたコンテンツとする。 

海産物 ・漁業、収穫体験 
・川下り、川上り ※川の利用に課題がある 
・漁師とともに回るクルージング 
・漁港散策等ネイチャーの体験（エコビレッジ） 
・海産物グルメツアー（炭焼等でその土地の魅力をそのまま食す） 
・殻むき体験 
・サケ見学 

キャンプ ・冬期林間ツアー（スノーモービル） 
・栄町から見るシリパの景色 絶景スポットへの行き方の紹介（トレッキング
等） 
・川下り、海でカヌー 
・余市温泉巡りスタンプラリー 
⇒天候に左右されるコンテンツではあるので検討が必要 

遺跡 ・フゴッペの資料館は国内旅行者に人気がある 
・遺跡巡り 縄文体験 
・文化施設に宿泊 
・パワースポット巡りツアー（ストーンサークル、余市神社等） 
⇒縄文人になりきって当時の生活を体験できるようなコンテンツ 

ワイン ・ワインイベント 
・ワイナリー、ワインの丘巡り（写真撮影について） 
・マイワインづくり 
⇒農家に迷惑がかからぬよう、マナーを守りながら、畑をみたり、写真をとる

ことが重要。 

立地 ・余市町は北後志のハブ。 

文化 ・ニシン番屋で文化体験（茶話あだち） 
・忍者体験 エンタメ 

③特産品・お土産品に係る観光コンテンツ 
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コンテンツ アイデア（いつ、どこで、だれが（だれに）、何を、どのように） 

お酒 ・ウイスキー、ニッカウヰスキー 
・ウイスキー作り 
・ニッカウヰスキーのラムラーメン 
・ウイスキーラーメン 
・ワイン 
・宇宙で寝かせたウイスキー、ワイン 
・ワインクルーズ 
・レストランバスでのワインと食の提供 
・日本酒 十一州 

果物 ・果物ジュース、加工品 
・りんご酢を作り、ピクルスを漬ける 
・ジャム 
・30軒の自家製ジャム 
・菓子に半生フルーツを使用する。 
・CUPミックスカップフルーツ（ドリンクホルダーつき）※ 
・余市産ジンタレ 
・果物そのもの 
・プルーン 
・プラム 
・ぶどう 

お酒×果物 ・お酒を使ったジャム 
・ウイスキー入りの余市の果実ジャムをお土産として売る 

海産物 ・ニシン 
・にしん串を余市のソウルフードとしてネットで販売 
・ニシンの加工品 
・日本一のニシン丼、ニシンそば 
・にしんのお菓子 
・ふるさと納税で「にしんの肴」と余市 P＆Sを返礼品として出品する。 
・イカ舟干し 
・CUPミニ丼（ウニ、イクラ、アワビなど…）※ 
・北限アユの加工品 
・えび、ウニのからむき体験 
・ウニなどの海産品 
・水産加工品 
・ソーランバッテラ 
・ブリ 
・鮭 
・赤カレイ 

海×山 ・山海の融合 海果漬（魚介×果物） 
・お土産コラボ 酒＋海産物＋果物 

工芸品 ・木彫り工芸品 
・ウイスキー、ワイン入り入浴剤 
・ぶどう染め（しぼったワインかすで染めたハンカチなど。Byささなみ染色工芸） 
・余市の香り（お香、インセンス） 
・景色（絵葉書、ステッカー） 
・樽製品 
・ツゲ 
・開運おこし 
・５か所で記念品贈呈 

お菓子 ・特産品をつかったお菓子 



27 

コンテンツ アイデア（いつ、どこで、だれが（だれに）、何を、どのように） 

・アップルパイ 
・フリーズドライ 
・ウイスキーアイス 
・もちレトルト 
・きのこの山、たけのこの里 
・余市町マスコットキャラクターソーラン武士！！のお菓子 
・プルーン 
・りんご 
・アスパラ 
・ぶどう、よもぎ 

宇宙 ・余市で作った宇宙食 
・道の駅でミニロケット発射 
・シャーマンのマグネットを余市町内のお店で売る。 

フゴッペ ・フゴッペグッズ 
・象形文字 
・Tシャツ 
・マグカップ 

タータンチェッ

ク柄 
・余市タータングッズ 
・余市タータンチェックチョコレート 

その他 ・自然派食品の普及 
・気軽にイートイン 
・ピクニック用の弁当 
・ドライブ向けにカップで提供（上記※印参照） 
・余市豚のチャーシューメン 
・鹿肉 
・キリスト教 
・思い出 
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（２）地域の観光資源・コンテンツについて、その強みの評価 

RBV（Resource Based View）と呼ばれる整理手法を用いて、経済価値、希少性、模倣可能性、組織の

４つの視点での整理を行う。 

 

①食に係る観光コンテンツの評価 

 Value Rarity Imitability Organization 

果物 
（特にりんご・

ぶどう） 

◎お菓子、加工品 
〇そのまま提供す

る 

◎ 
・りんごについて

は北海道で初め

て実がなった。 
・通年で食材がな

んでもあるとこ

ろが魅力（果物

に限らず） 
・ロケーション 

？ △飲食店 
〇お菓子業界（新

しい） 
△お菓子業界（古

い） 
× 
・PR不足 
・住民が良さをわ

かっていな い 

ブランド推奨

制度 
 ・各ブランドでの

取り組みは数多

くある 

  

道の駅 
・余市のものが

そろってい

る 
・余市のものが

食べられる 

 ・何を食べてほし

いのか？を明確

にする必要性が

ある。 

  

アップルパイ ○ 
・少し高くても需

要はある。おい

しければ買う。 
・「余市と言えば」

な商品。 

○ 
・「余市りんごを使

った」という点

で。 

○ ○ 
既存 
・お菓子屋さん 
・カフェ 
・観光農園 
可能性あり 
・各農家の奥様 
・道の駅 
→道の駅にて上

記の食べ比べが

できるとよい。 
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②アクティビティに係る観光コンテンツの評価 

 Value Rarity Imitability Organization 

ワイン ○受け入れ数がさ

らに増えればな

お良い 

○ワイナリーめぐ

り  生産者とぶ

どうづくりの流

れを作業しなが

ら学ぶ・作る 

△ワイナリーの数

自体がまだ少な

い。受け入れは２

つ 

△景観は良い。体験

として 

の内容は豊かにで

きるのでは？ 

△宿泊施設との連

携が難しい。ワイ

ナリーとの結び

つき。 

○ワイナリーとし

て町内に５，６か

所できるなら希

少性が生まれる 

△体験内容の充実

と通年対応の可

能性があればよ

い 

△冬期の間どうす

るか？ぶどう時

期だけになる。 

〇ワインブドウを

収穫したりする

場所として 

△横の連携ができ

る組織ができな

いか。 

△ワイナリーやヴ

ィレヤード間の

連携がうすい。 

空港活用 △実施可能な時期

に不安があるが、

PR 次第で価値は

ある。 

△プライベートジ

ェットの発着が

可能になれば経

済価値が大きく

なる。 

△スカイダイビン

グは６万円と高

額ながら年々増

えている。価格設

定次第。 

◎全国的にも少な

い 

〇農道空港があま

りないので 

〇全国的に見ても

あまりないよう

に思われる 

〇他の地域で新た

に空港をつくる

ことは難しいた

め、余市だけのも

のである。 

〇ほかの地域には

ないので模倣さ

れにくい 

△観光での活用に

は制限が多い。 

△行政等の協力が

不可欠である 

×補助金で建設し

ているため制限

が多い 

海でのアクテ

ィビティ 

△今はアクティビ

ティとして造成

されていないが、

生み出していく

ことは可能 

〇海岸線めぐり 

△小樽のような観

光ではない。人と

のつながり（漁師

さん等）を加えれ

ば、希少性の高い

ものになる 

△札幌からの距離 

△漁師の方とのつ

ながりがある 

△収入になれば、連

携してくれるの

ではないか。 

文化・遺跡 △付加価値として

の体験を入れる

ことができれば

価値が向上する 

○忍者体験、ショー 

△施設でチャージ

できる値段が限

られている。 

△ストーリーを加

え発信できれば

希少性が生まれ

る 

〇全国各地に類似

のものあり 

△余市の歴史をか

らめて独自性を

だせるのではな

いか 

△余市ならではの

特徴を出す必要

あり。 

〇今のつながりで

可能。 

△既にある組織の

活用することが

できるのではな

いか。 
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③特産品・お土産に係る観光コンテンツの評価 

 Value Rarity Imitability Organization 

ワイン ○ ○ 
・産地を名乗れる

ワイン 

○ 
・空知よりも収穫

が高い 
・本州からも需要

がある 

○ 
・「ワイン」をつく

りたいという人が

多い 

ワインぶどう ◎ ○ ○ 
・ぶどうに適した

土地 

○ 

果物※ ○ 
・「余市」ブランド 

△ △ 
・道内では余市 
・道外に青森の存

在 

△ 
・後継者不足 

りんご ○ 
・日本のりんご 

△ △ ・りんごの割合が

減少 
・難しい→ワイン、

ぶどう 

ニシン※ △ 
・一大産業である 

○ 
・余市 
・近海ニシン 
・水揚げは少なめ 

△ 
・加工技術 
・進歩 

◎ 
・加工の 80％がニ
シン 

ウニ ○ 
・7，8月 
・土産としては… 

○ △ 
・塩水ウニ 

△ 

ウイスキー最

中 
？ 
・マニア向け 
・PR 

○ △ × 

アップルパイ ◎ △ △ ○ 

タータンチェ

ック 
？ ○ ◎ 

・真似されない柄 
△ 

宇宙 △ 
・マニア向け 

△ ？ × 
・記念館のみ 

※果物、ニシンはどう加工するかが課題 
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３ 当地域における観光地域づくりの将来像         
（１）観光地域づくりの将来像 

「稼ぐ観光」を具体化実践していくために、余市町がどのような地域づくりの将来像を掲げている

のか把握し、その将来像を踏まえた上で、事業を検討していく。 

 

＜第４次余市町総合計画（平成 24 年４月＞ 

●まちづくりの目標 

１．住み良く安心して暮らせるまちを創る 
２．多様な資源と人的パワーを活かした元気なまちを創る 
３．町民と行政が連携して歩むまちを創る 

 

＜余市町観光振興計画（平成 30 年度～平成 34 年度）＞ 

●観光振興のテーマ 「よいち魅力発信」 

本町には海、山、川に恵まれた素晴らしい自然景 観とともに、長い歴史の中で培われてきた他に
誇るべき農水産業、そして人と文化があり、前計画において、「よいち魅力再発見」をテーマとして

取り組みを進めてきましたが、観光素材をまだまだ十分に活かし切っているとは言えません。 
余市町民にとっては当たり前の光景であっても、観光客にとっては新鮮で魅力ある光景になるこ

ともあり、改めて「まち」を見ることで、新たな「光」を「観る」ことができるものと考えます。 
そうしたことから、余市町の「光」を発信して「観て」もらうことを余市町観光振興の新たな目

標に掲げ、前計画の「よいち魅力再発見」から、さらに前進した「よいち魅力発信」を観光振興の

テーマをとします。 

 

【「稼ぐ観光」具体化実践に向けたマスタープラン】 

ニッカウヰスキーが余市町の目的地になっ

ていることから、中心市街地を観光地の拠点と

して位置づけ、中心市街地の周遊やその拠点か

らの送客を行い、市内での消費を高めていく。 

また、余市 IC の開通に伴い、札幌方面から

高速道路を利用してきた方の玄関口がこれま

でと変わることから、余市 IC 周辺で消費のポ

イントを設け、高速道路を利用してきた人を確

実に獲得していく。 

この２つの核をポイントにしながら、「稼ぐ

観光」を具体化していく。 
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（２）ＫＧＩの設定 

「稼ぐ観光」を実現し、地域の交流人口や観光消費の拡大を促し、地域経済の活性化を図ることが

目的であることから、「稼ぐ観光」を進めるにあたり、地域に与える効果や最終的に達成したい目的と

して、ＫＧＩ（重要目標達成指標：Key Goal Indicator）を設定します。 

 

地域の経済波及効果に直接的に影響がある項目として、「総観光消費額」をＫＧＩとして設定しま

す。 

目標（KGI） 平成33年度：観光客消費単価10%増（＋約500円／H29） 

 

 

来訪者への魅力的なコンテンツ提供により、観光客消費単価を増やす。特にニッカウヰスキーでの消

費＋アルファでの消費を創出し、食事やお土産、体験コンテンツの提供により、単価の 10％増とし

て、消費額を一人当たり約 500円増加することを目指す。 

 

目標（KGI） 平成33年度：観光入込客数の日帰り客１割増加 

 

 

観光入込客数の内、余市 IC の開通に伴い、その周辺での滞在ポイントを創出し、日帰り客の獲得を

図り、平成 29年度の１割増の日帰りの観光入込客数を目指す。 

 

目標（KGI） 平成33年度：総観光消費額 7,785百万円 (+21.0%／H29) 

 

〇日帰り 1,140,300 人×5,509 円＝6,281,912,700 円 

〇宿泊  23,300 人×7,135 円＝166,245,500 円 

H29 総観光消費額推計 6,448.2 百万円 

 

H33 観光消費額単価（日帰り）6,060 円×1,254 千人＝7,599,240 千円 

H33 観光消費額単価（宿泊）7,135×26 千人＝185,510 千円 

H33 総観光消費額推計 7,785 百万円 

 

 
日帰り客 宿泊客 

Ｈ33 ６,０６０円 7,849円 

Ｈ29 ５,５０９円 7,135円 

 

 
日帰り客 宿泊客 計 

Ｈ33 1,254千人 98.0% 26千人 ２.0% 1,280千人 100.0% 

Ｈ29 1,140.3千人 98.0% 23.3千人 2.0% 1,163.6千人 100.0% 

 


